
当
日
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
 

県
則
」
罵
ご一
受」一
轟国
 

一
 

！
】
！
 

.
 

福祉大会 

須山山徳今山三小今中石白角福長今長米鳴白川今竹古三秋中鳴前今三金成中徳須松

崎田中田 中上林 谷川川田長尾 尾谷海川野 内川橋元谷海田 橋嶋田川田崎川 

イキツすテフたチイ ミキ文ミサチタア甚石とタツ千ナたシツイイヤ竹ナ仁キタキシ 
ツジ 	 九 ス 代 	 ツ五 三 

ミエョわメエよョコ：，キヌ蔵工子ョマギ郎吉まクマ作リかョルョョェ郎ョ郎ョキョワ 

平
成
十
四
年
度
金
木
町
敬
老
大
会
と
社
会
福
祉
大
会
が
九月
六
日
、
関
係
者
ら
約
四

百
五
十
人
が参
加
し
て
中
央
公
民
館
で
開
か
れま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
角
田
助
役
ら
の
あ
い
さ
つ
後
、
百
歳
に
到
達
し
た
高
松
ち
焦
さ
ん
に
県

知
事
顕
彰
状
と
白
寿
を迎
え
た
三
上
長
太郎
さ
ん
他
三
名
へ
総
務
大
臣
お
祝
い
状
が
伝

達
さ
れ
、
九
十
歳
以
上
の
八
十
六
名
と
八
十
五
歳
に
達
す
る
五
十
九
名
及
び
八
十
歳
に

達
す
る
夫
婦
十
組
の
各
長
寿
者
代
表
者
へ
町顕
彰
状
を
手
渡
し
受
賞
者
の
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。
続
い
て
社
会
福
祉
向
上
に
貢
献
、
尽
力
さ
れ
た
神
義
吉
さ
ん他
＋
四
名
に
表

彰
状
、
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
他
一
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
作
文
発
表
が
行
わ
れ
町
内
小
中
学
校
の
代
表者
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
作
文
を
朗
読
。
お
昼
に
は
、
町
婦
人
会
が
心
こ
め

て
作
っ
た
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、町
内
芸
能
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ア
トラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
ま
し
た
。
 

◆
百
歳
到
達
の
長
寿
者
 

高
 
松
 
ち
 
君

（あ
し
の
園
）
 

総
務
太
臣お
祝
 い
暮
暑
 

◆
九
十
九
歳
到
達
の
長
寿
者
 

高
 
松
 
ち
 
原

（あ
し
の
園
）
 

三
 
上
 
長
太
郎
（
上
小
栗
崎
）
 

天
 
坂
 
イ
 
ョ

（
あ
しの
園
）
 

角
 
田
 
こ
 
と
（
小
川
町

）
 

町
顕
彰
受
二
賞
費
 

◆
九
十
歳
以
上
の
長
寿
者
 

山
 
中
 
ヤ
 
サ
（
下
鍛
冶
町
）
 

高
 
松
 
ち
 
象

（
あ
しの
園
）
 

三
 
上
 
長
太
郎
（
上
小
栗
崎
）
 

天
 
坂
 
イ
 
ョ

（
あ
しの
園
）
 

角
 
田
 
こ
 
と

（小

川
町

）
 

山
 
形
 
茂
之
進
（
あ
し
の
園
）
 

小
山
内
弥
右
衛
門
（
あ
し
の
園
）
 

小
 
野
 
タ
 
ミ
（
あ
し
の
園
）
 

（
南
新
町
）
 
 

（
上小
栗
崎
）
 

（
後
 
町

）
 

（
金木
川
端
町）
 

（
東
岩
見
町）
 

（
上
中柏
木
）
 

（
下
宇
田
野
）
 

（
藤
 
枝
）
 

（喜
良市
川
端
町）
 

（神
 
原
）
 

（
新
堤
町
）
 

（
下
宇
田
野
）
 

（
東
 
町
）
 

（藤
 
枝
）
 

リ
（
喜
良市
下
町）
 

（
旭
ケ丘
団
地
）
 

（喜
良市
川
端
町）
 

（
あ
しの
園
）
 

（
沢
 

部
）
 

（芦
野
団
地
）
 

（
喜
良市
上
派立
）
 

（
金木
川
端
町）
 

（
下柏
木
町
）
 

（南
新
町

）
 

（朝
日
町

）
 

（
金
木昭
和
町
）
 

（
向
 

道
）
 

（若
松
町

）
 

（
林
 
下
）
 

（
東
岩
見
町）
 

（
田
 
町
）
 

（
寺
 
町
）
 

（
上鍛
冶
町
）
 

（
下柏
木
町
）
 

（
金木
川
端
町）
 

（嘉
瀬
上
昭和
町）
 

（
栄
 
町

）
 

（
下
新
町

）
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田 川島田川 

喜ヤマヤ トイ平ミ 

白 

川 マ サ（沢 

部） 

今 

ヤ ェ （

嘉瀬

上昭

和町
） 

吉 田 喜 

助（あし

の園） 

古 

川 タ ョ（車員

市

川端町

） 

小 野 ョシ

エ 

（喜良

市下派

立） 

桑 田 

ミ ョ 

（車員

市上派立

） 

原 田 

リン

子（

藤 枝） 

沢 

田 フ 

ミ（美晴町

） 

今 

カ ョ

（喜良

市

川端町

） 

松 

川 ミ 子（下

小栗崎

） 

今 

平 農（

嘉瀬中派

立） 

松 

川 イ セ（中

小栗崎

） 

吉 田 ト 

セ（
蒔 田

） 

鈴 木 ョ ソ

（東 町

） 

中 谷 シ 

サ（上宇田野） 

宮 崎 キ ナ

（野 崎

） 

成 田 ァ 

子（

藤 枝） 

秋 

元 し 

み（林 

下） 

原 田 久 

治（小

川町

） 

山 中 耕 一 （上

古町

） 

原 田 シ 

ナ（下中

柏木） 

伊 東 

イ ョ（三軒町

） 

漬 田 マン

コ 
（

嘉瀬

上昭

和町
） 

中 

谷 

ク ニ（女 坂） 

津 田 ト 

シ

（寺 町

） 

助ェサエセセ農子ョミ子ョェョシニコョナー治み子ナサソ 



ェ

（
芦
野
町

）
 

（
あ
し
の
園
）
 

（
田
 
町

）
 

（朝
日
町

）
 

（下
中
柏
木
）
 

（
上
山
道
町）
 

（
上
小
栗崎
）
 

（南
新
町

）
 

（朝
日
町

）
 

（嘉
瀬
中
派立
）
 

（栄
 
町

）
 

（東
岩
見
町
）
 

（
嘉
瀬
下
昭
和
町
）
 

（
上
小
栗
崎）
 

（
中小
栗
崎
）
 

（
上小
栗
崎
）
 

（
林
 
町

）
 

（若
松
町

）
 

（
東
岩
見
町）
 

（
中
山
道
町）
 

（
上
新
町

）
 

（神
 
原
）
 

（
嘉
瀬下
派
立
）
 

（
上
小
栗崎
）
 

（
あ
し
の
園
）
 

（
金木
昭
和
町
）
 

（
湯
の
 川
）
 

（
栄
 
町

）
 

（
沢
 

部
）
 

白山三今高小前藤平岡石成白鳴櫛三鳴竹岩飛桑松伊栗鎌外山吉佐山松 
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町町町町町落町町町町町町川町町者町町田立町町道町町 

（湯の 

川） 
（藤 枝） 

（大東ケ

丘） 

（林 町

） 

（下

古町

） 

（

神明町

） 

（

神 原） 

（米 町

） 

米神神下林大藤湯 
口口＋ 東 力、 明古 今 の 

町原町町町丘枝川 

「
わ
た
しの
 

お
ば
あ
ち
ゃん
」
 

川
倉
小
5
年
 

鳴
海
 
宥

紀
さ
ん
 

「
大
好
きな
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 

金
木
小
4
年
 

角
田
 

華
菜
さ
ん
 

「鷹
「一
。
 

「お
年
寄り
か
ら
 

学
ぶ
こと
」
 

金
木
中
3
年
 

其
田
和
可

菜
さ
ん
 

『
祖
父
と
の
 
、

I
 

思
い
出
」
 
，
．
 
ノ．

 

昨
嘱
中季
さ
ん
鳳

‘
 

伊
 
藤
 
重
次
郎

（
下
小
栗崎
）
 

角
 
田
 
キ
 
ョ

（
金
木昭
和
町
）
 

伊
 
藤
 
ミ
ツ
エ
 
（
宣
員市
上
派立
）
 

演
 
野
 
き
 
わ

（
あ
し
の
園
）
 

黒
 
川
 
イ
 
サ

（
双
葉
町

）
 

外
 
崎
 
キ
 
ミ

（
上中
柏
木
）
 

中
 
谷
 
ト
 
シ

（
林
 

下
）
 

鳴
 
海
 
芳
 
雄

（
嘉
瀬
下派
立
）
 

内
 
海
 
タ
 
エ
 
（
嘉
瀬
下
昭
和
町）
 

石
戸
谷
 
定
 
雄
（
神
明
町

）
 

津
 
島
 
ヤ
 
ョ

（
若
松
町

）
 

秋
 
元
 
重
次
郎

（
米
 
町

）
 

田
 
中
 
は
 
な

（
あ
し
の
園
）
 

◆
八
十
歳
に
達
す
る
長
寿
者
夫
婦

工
藤
安
右
工
門

・
イ
ス
（
上
山
道
町
）
 

角
田
 
良
逸
・
姫
子
（
芦
野
町
）
 

白
川
健
右
工
門
・
チ
マ
（
新
富
町
）
 

飛
嶋
 
呈
吉
・
ァ
 
ェ
（
若
松
町
）
 

江
良
 
義
秋
・
み
つ
裏
（
見
崎
町
）
 

小
野
 
正
志
・
初
江
（
米
 
町
）
 

伊
藤
 
正
美
・
タ
ニ
ョ

（
中小
栗
崎
）
 

山
中
源
太
郎
・
キ
ェ
（
後
 
町
）
 

キ
エ
（
上
古
町
）
 

（朝
日
町
）
 

(
 

社
貧署
羅
護
曇
受
賢
昌
 

吉
 
田
 
則
 
昭

（
塁
宛
妻
貝
）
 

神
 
義
 
吉
（
塁
兎
竜

育
）
 

田
 
中
 

操

（
塁
兎
盤
責）
 ノ．>

 

社
会
旨」柾
感
謝
受
賞
著
 

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

（
会
長
 山
中
政
広
）
 

金
木
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
 

（
会長
 
渋
川
正
義
）
 
・
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加三成沢宮沢加沢阿宮今木 
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三ツ 
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費否貫貫萎萎萎会会子資賞, 

「元
気
い
つぱ
い
の

お
じ
い
さ
ん
」
 

喜
良
市
小
6
年
 

今
 
真
梨

奈
さ
ん
 

」
母
 

鑓
尼
曹

「
 



麗轟鎚芦 

炭焼き窯作クを体験 
9月 9日、喜良市小学校（校長＝小田川修三）の3・ 4年生23人

が「豊な体験活動」として、炭焼き窯作りを体験しました。 
この体験活動は児童たちに、暮らしと木材が深くかかわってきた

ことを知ってもらい、自分たちの生活に積極的に役立てもらおうと
行われました。 

講師である喜良市の米谷哲さんの畑で、ナラやブナの木をリレー 
作業により敷き詰めた児童らは「並べる時の間隔が難しい。僕たち
の炭になるのが楽しい」 とうれしそうに話していました。 

相撲全国大会で3連覇 
束京都の両国国技館で 7月28日に開催された第18回わんぱく相撲

全国大会 6学年の部で、金木小学校 6年生の野上怜くんが優勝を果
たし、これにより 4・ 5・6年生の連続となる全国で 3人目の 3連
覇を達成しました。 
9月 4 日、斉藤憲治校長と白川勝信監督とともに野上くんは優勝

カップとメダルなどを手に鳴海町長を表敬訪問しました。 
優勝について野上くんは「今までの中で一番うれしかった。これ

からも全力を出して頑張っていきたい」と話していました。 

1' 

手作クの夏まつク 
高齢者生活福祉センターの「Tづくり夏まつり」が 8月 9日、 

中央公民館で行われました。 
この祭りは同センターの利用者主体の祭りで、利用者が食べ

たい物や見たいアトラクションを企画して行われており、今年
は初めて金木小・中・高校生46名がボランティアで参加し、出
店の店員やウェーターとなって活躍しました。 
利用者たちは生徒たちとふれ合い、アトラクションを見て楽

しい 1日を過しました。 

イ 

鵠稼就労者組合廃止 
平成1/i年度金木町出稼就労者組合の定時総会が8月16日、つ

かさ寿司で出稼ぎ予定者30人が出席して開催されました。 
同組合は昭和58年に設置以来、長年組合員のために運営して

きましたが県関係機関の廃止、出稼者の大幅な減少、厳しい経
済状況から組合運営が困難となり今総会において同組合の廃止
が決まりました。 

町では今後も、無料健康相談や事故見舞金制度の加入料一部
負担、出稼ぎ相談活動などを実施し出稼者への支援を行います。 

× 

甲子園での活躍報告 
夏の甲子園大会で1試合2本のホームランを打って活躍した、金

木南中出身の青森山田高校3年生の山中大資くんが母親の美子さん
らとともに 8月19日、甲子園の土が入った小ビンを土産に鳴海町長
へ甲子園での活躍を報告しました。 
小ビンを手に鳴海町長は「1本はまぐれで有り得るが、 2本のホ 

ームランは実力だ。」と話し、山中くんは「1本目は入ると思わな
かった。手ごたえがあったのは 2本目です」と答えていました。 
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金木病院カルテ No. l 98 へ、 

横 野 良 樹 内 科 

日
本
高
血
圧
学
会
（J
s
H
）
二
〇

〇
〇
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
高
血
圧

患
者
に
お
け
る
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
を
生

活
習
慣
の
改
善
項
目
と
し
て
取
り
上

げ
、
節
酒
を
す
す
め
て
い
る
。
循
環
器

疾
患
基
礎
調
査

（
一
九
八O
年
）
に
よ

る
と
多
量
飲
酒
者
ほ
ど
血
圧
が
高
く
、
 

毎
日
飲
酒
す
る
も
の
は
飲
酒
習
慣
の
な

い
も
の
と
比
べ
て
十
歳
の
加
齢
に
相
当

す
る
血
圧
値
を
示
し
て
い
る
。
（
図1
)
 

し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
血
圧
に
対

す
る
影
響
は
摂
取
量
、
持
続
時
間
、
血

圧
測
定
の
時
間
な
ど
に
よ
り
、
異
な
る

報
告
が
さ
れ
て
お
り
そ
の
理
解
に
は
あ

る
程
度
の
薬
理
作
用
を
知
る
必
要
が
あ

る
。
 

主
な
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
作
用
を
次
に

示
し
ま
す
。
 

需
鮮
鶴
」
瞬
 

高
濃
度
で
は
血
管
収
縮
、
低
中
濃
度

で
は
血
管
拡
張
に
働
く
。
心
臓
で
は
心

収
縮
力
の
抑
制
を
示
し
、
総
ア
ル
コ

ー
 

ル
摂
取
量
と
心
重
量
に
は
正
相
関
が
認

め
ら
れ
る
。
慢
性
の
多
量
摂
取
で
は
心

筋
の
変
性
を
き
た
す
。
ま
た
期
外
収
縮

や
心
房
細
動
な
ど
の
不
整
脈
の
危
険
性

を
高
め
る
。
 

ア
ルコ
ー
ルの
開《
鍛
四
 

r
 富武
《
巌
蘭
 

、
 

A
c
T
H
刺
激
作
用
、
レ
ニ
ン
分
泌

の
促
進
、
バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン

（
抗利
尿

ホ
ル
モ
ン
）
の
分
泌
抑
制
が
あ
る
。
ま

た
、
c
a
、
M
g
排
池
の
促
進
作
用
が

あ
り
、
尿
量
の
増
加
と
と
も
に
電
解
質

異
常
の
原
因
と
な
る
。
 

八r
ア
ル
コ0
ル
の
酒
慾
系

り
、瓜
幡

」“
"
"
‘
ー
、
」
 

交
感
神
経
の
活
性
化
、
圧
受
容
体
反

射
の
抑
制
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
後
の
起
立
で

は
、
血
圧
低
下
が
起
こ
り
や
す
い
。
 

八
」中
ア
ルコ
0
ル
の
標
論
皿）雌
J
 

‘
系
八
の
髭
用
 

、
一
 

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
産
物
で
あ
る
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
や
酢
酸
に
は
血
管
拡

張
作
用
が
る
。
 日
本
人
の
4
0か
ら
5
0%
 

は
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素

（A
L
D
 

H
)
2
の
変
異
を
き
た
し
て
お
り
、
代
 

謝
の
遅
れ
か
ら
血
管
拡
張
作
用
が
強
く

現
れ
、
顔
面
紅
潮
と
血
圧
低
下
を
き
た

し
ゃ
す
い
。
さ
ら
に
反
射
性
に
カ
テ
コ

ラ
ミ
ン
の
増
加
に
よ
る
頻
脈
と
な
る
。
 

ち
な
み
に
白
人
や
黒
人
で
は
こ
の
遺
伝

子
変
異
は
少
な
い
。
 

ア
ル
コ
ー
ル
の
慢
性
多
量
摂
取
者
で

は
、
そ
の
摂
取
を
急
に中
断
す
る
と
交

感
神
経
系
の
活
性
充
進
が
起
こ
り
血
圧

上
昇
を
示
す
。
そ
の
作
用
は
中
止
の
翌

日
が
強
い
。
節
酒
（
禁
酒）
を継
続
す
る

と
ー
か
ら
二
週
間
で
血
圧
低
下
を
示

す
。
 

ア
ル
コ
ー
ル
の
血
圧
へ
の
影響
を
示

し
ま
し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
単
回
の
 

ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
に
関
し
て
は
ア
ル
コ
 

ー
ル
摂
取
後
数
時
間
と
十
数
時
間
後
で

は
血
圧
低
下
、
そ
の
間
は
血
圧
上
昇
が

認
め
ら
れ
る
。
 二
十
四
時
間
全
体
と
し

て
は
平
均
血
圧
へ
の
影
響
は
少
な
い

が
、
血
圧
の
変
動
性
は
増
大
す
る
。
慢

性
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
に
関
し
て
は
血

圧
上
昇
を
き
た
し
、
継
続
的
節
酒

（
禁

酒
）
は
血
圧
を
低
下
さ
せ
る
。
 

ア
ル
コ
ー
ル
の
血
圧
以
外
の
循
環器

病
へ
の
影
響
は
、
習
慣
的
飲
酒
者
は
非

飲
酒
者
よ
り
心
筋
梗
塞
が
2
5か
ら
4
5%
 

少
な
い

（
図2
）
。末
梢
血
管
疾
患
に

対
し
て
は
予
防
的
に
作
用
す
る
。
虚
血

性
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
は
J
型
ま
た
は
U
 

型
を
示
し
、
少
量
の
飲
酒
は
予
防
的
に

働
く
。
こ
れ
に
は
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
 

ー
ル
の
増
加
作
用
、
血
栓
形
成
抑
制
作
 

用
が
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
 

し
か
し
、
一
部
の
癌
や
肝
臓
病
、
精

神
神
経
疾
患
で
は
悪
化
を
示
し
、
適
量

で
の
節
酒
を
厳
格
に
守
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
（
図3
)
 

ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
。
 

グ
ラ
ス
を
傾
け
酔
い
の
世
界
に
ス
ト
レ

ス
を
発
散
さ
せ
る
。
で
も
、
酔
い
す
ぎ

て
は
い
け
な
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手

に
付
き
合
う
こ
と
で
生
活
の
質
の
向
上

が
図
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
 「酒
中

の
仙
」
と
い
わ
れる
唐
代
の
詩
人
李
白
。
 

詩
仙
と
も
い
わ
れ現
代
に
も
フ
ァ
ン
が

多
い
。
酔
い
の
中
で
詩
を
歌
う
。
 「月

下
独
酌
」
き
っ
と
健
康
に
良
い
ア
ル
コ
 

ー
ル
に
違
い
な
い
。
 

飲
酒
習
慣
 

ー
毎
日飲
む
 

l
 と
き
どき
飲
む
 

ー
禁
酒
した
 

ー
も
宅
姦
奪
い
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。
届
い
て
い
ま
す
 

＊
八
月
十
六
日
 

腕
時
計
（
婦
人用
c
R
A
TE
R
)
 

芦
野
公
園
内
 

＊
八
月
五
日
 

自
転
車
（
銀色
で
車
体
に
赤
ペ
ンキ
）
 

嘉
瀬
公
民
館
付
近
の
空
地
 

＊
九
月
十
日
 

小
銭
入
れ
（
茶
色
、
津
田
の
印
鑑
 

入
り
）
役
場
前
駐
車
場
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察
署

落
し
物
係
り
ま
で
 

＊
九
月
四
日
 

車
キ
ー

（ス
バ
ル
軽
車
両
）
 

役
場
玄
関
前
 

心
当
た
り
の
方
は
、
役
場
総
務
課

ま
で
 

＊
九
月
十
一
日
 

ネ
ッ
ク
レ
ス
（
金
色
）
 

保
健
セ
ン
タ
ー
乳
が
ん
検
診
会
場
 

心
当
た
り
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
方
 

／
は
企
画
観
光
課
ま
で
 

×
 

△ 20 
	ノ 

5,616人 L 80人 

6,236人 △ 55人 

11,852人 △143人 

× 
8月末現在 前年同月比 

世帯数 4, 058 

男
 
女
 

計
 

人
口
と
世
帯
 

、
、ー

 
ー
 

 

一
 k
国
罵
羊
金
呆
寅
斗
ま一
酢1
ず
ー
こ約
カ

一
 
ま
し
よ
う
 

」
 
国
民
年
金
呆
員
叫D
約
カ
」
いn
よ
ち

り
ま
せ
ん
か
。
 

国
民
年
金
は
、安
定
し
た
老
後
生
活

を
送
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。未
納
（保
険
料
を
納
め
な
い
）
 

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
六
十
五
歳
で
支

給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
けで
な
く
、
 

け
が
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
や
妻
・
子
を残
し
て
亡

く
な
っ
た
時
の
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
、
 

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
備
え
る

各
種
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
 

こ
れ
を
機
に
こ
れ
ま
で
納
め
忘
れ
が

な
い
か
も
う
一度
確
認
し
て
み
て
下
さ
 

い
。
 

も
し
、納
め
忘
れ
た
方
で
も
二
年
以

内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る
こ
て
が
で

き
ま
す
。
 

こ
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
も
、
 

国
民
年
金
保
険料
は
毎
月
忘
れ
ず
納
め

ま
し
よ
う
。
 

★
国
民
年
金
は
任
意
加
入
も
で
き
ま
す

国
民
年
金
に
任
意
加
入
制
度
が
あ
る

こ
と
を
こ
存
じ
で
す
か
。
 

保
険
料
を
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
た
り
、
 

資
格
取
得
の
届
出
が
遅
れ
た
た
め
、未

納
期
間
（
保
険料
を
納
め
て
い
な
い
期

間
）
が生
じ
た
り
、ま
た
、生
活
が
苦
し

く
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
り
し
た
方

も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、そ
ー
っ
いう
保
険
料
の

納
め
忘
れ
等
の
あ
る
期
間
に
つ
い
て
年

金
額
が
減
額
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

そ
こ
で
六
十
歳
に
な
る
ま
で
に老
齢

基
礎
年
金
の受
給
資
格
を
満
た
せ
な
か

っ
た
方
や
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た

い
方
等
は
、任
加
入
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
、年
金
を
受
け
る
た
め
の
必
要

な
期
間
を
満
た
し
た
り
、年
金
額
を
増
 

J

J
 
、

！
“
！
・
 

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

老
後
生
活
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、任
意
加
入
制

度
の
活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

★
老
齢
基
礎
年
金
の繰
上
げ
請
求
は
慎

重
に
 

今
や
日
本
は
、世
界
有
数
の
長
寿
国

で
す
。人
生
ハ
十
年
時
代
と
い
わ
れ
、老

後
の
生
活
も
非
常
に長
く
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
分
、公
的
年
金
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

老
齢
基
礎
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
の

受
給
が
原
則
で
す
が
、六
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
の
方
で
も
、希
望
す
れ
ば
繰
上

げ
て
受
給
す
る
こ
と
がで
き
ま
す
。
 

し
か
し
、老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ

て
受
給
し
た
場
合
、年
金
を
早
く
貰
え

る
メ
リ
ツ
ト
は
あ
る
の
で
す
が
、反
面
、
 

六
十
五
歳
か
ら
受
給
す
る
と
き
に比
べ

て
、不
利
な
点
も
あ
り
ま
す
。
 

ま
ず
、年
金
が
減
額
さ
れ
る
と
い
ー
つ

こ
と
で
す
。減
額
さ
れ
る
場
合
は
、請
求

し
た
と
き
の
年
齢
や
生
年
月
日
等
に
よ

っ
て
違
い
ま
す
が
、昭
和
十
六
年
四
月

ニ
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
が
六
十
歳
か

ら
繰
上
げ
て
受
給
さ
れ
る
場
合
は
、六

十
五
歳
か
ら
受
給
す
る
場
合
の
三
十
％

が
減
額
に
な
っ
て
し
ま
い
、こ
の
減
額

率
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

次
に
、厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た

期
間
の
あ
る
人
の
場
合
に
は
、特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
（定
額
部
分
に
限

る
）
が六
十
五
歳
ま
で
支
給
停
止
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
他
、万
一
障害
者

に
な
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
や
、
 

万
一
夫
が死
亡
し
た
場
合
の
寡
婦
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

「年
金
を
早
く
も
ら
い
た
い
」
と思
わ

れ
て
い
る
方
は
、こ
れ
ら
の
こ
と
も
良

く
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

老
齢
基
礎
年
金
の繰
上
げ
請
求
に
つ

い
て
、詳
し
く
は
町
役
場
ま
た
は
社
会

保
険
事
務
所
へ
お問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
情
司
縄一
 

広報かなぎ⑩ 

ク
 

ミ
 

、ーノ 、ー~ 、ーノ 

嘉金金

瀬木木 

ノ
 

み
 

く
 
か

ん
 
な
 

米
塚
美

空
ち
ゃ

ん
 
平

川
葉
菜
ち
ゃ

ん
 

（
八
月
＋
日

生
）
 

（
八
月
十

四
日
生
）
 

お
っ
ば
い
、
い
っぱ
い
飲
ん
で
、早
く
 
健
康
で
明
る
い
子
に
育
っ
て
ネ
 

大
き
く
な
っ
て
ね

（
母
 広
美
よ
り
）
 

（母
 
千
晴
よ
り
）
 、、

、
．
一
 

神花沢其鳴平長阿藤沢 

島田田田海川利部森田 お 

た ソ正みキ兼ゆ定重達 

ひワ治よ ワ久き幸雄男 く 
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嘉嘉嘉川嘉嘉嘉金金金 み 

瀬瀬瀬倉瀬瀬瀬木木木 

安平米小 

田川塚林 お 

「，粟え美み明「め 

讐警警讐で

満賃讐番と 

木木木木 

金
 
金
金
金
金
 
つ

金
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
大
塚
 
剛
史
（

洋
）

秋
田
県
 

「
津
島
 
泰
美
（

穂
 

（
芦
田
 
嗣
巳

（
健
一
 

「
沢
田
 
睦
（

憲

（
木
村
 
文
明

（
昭
一
）
中
里
町
 

「
小
野
寺
 
薫
（
守
賓
）
金
 
木
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町

民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申
し
出

て
下
さ
い
。
 


